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WGの目的

課題
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公的職業訓練効果検証W Gについて

＜参考＞現行のWGスケジュール

令和７年度下半期令和７年度上半期令和６年度

地域職業能力開
発促進協議会

ワーキング
グループ
（ＷＧ）

選定分野のうち
３コース×３者（修了者、採用企業、実施機関）

ヒアリング等 結果

整理
改善促進策

（案）検討

協議会開催

２～３月

検証対象訓練
分野を選定

10月～12月

ＷＧから報告① ④

② ③

２～３月

適切かつ効果的な職業訓練を実施していくため、個別の訓練コースについて訓練修了者等へのヒアリング等を通
じ、訓練効果を把握・検証し、訓練カリキュラム等の改善を図る。

実施要領上、「WGの検証結果及び訓練カリキュラムの改善促進策（案）等については協議会に報告する」とし
ているものの、実際に改善された内容など、改善促進策のフォローアップを行うことについては定めておらず、
当該改善促進策の効果検証までは十分に行われていない。

WGの取組がより地域の訓練効果の向上に資するよう、改善促進策についてのPDCAサイクル
の仕組みを構築する。

① 検証対象訓練
分野を選定

協議会開催 協議会開催



公的職業訓練効果検証W Gの見直し（案）
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１年目
調査（Plan)

修了者・企業・実施機関への
ヒアリング等の実施
改善策の方向性の検討

第１回地域協議会

ヒアリング結果等の報告
改善策の方向性の協議

訓練コースの見直し等、改善策
案の検討

第２回地域協議会

改善策の協議・決定

2年目
実施（Do)

改善策の実施
実施状況の把握
検証方法の方向性の検討

第１回地域協議会

実施状況等の報告
検証方法の方向性の協議

検証指標の検討等、検証方法案
の策定

第２回地域協議会

検証方法の協議・決定

３年目
検証・改善

（Check・Action)

改善策の実施結果の評価・分
析等、改善策の検証
更なる改善策の検討

第１回地域協議会

検証結果等の報告
更なる改善策の協議・決定

更なる改善策の実施

第２回地域協議会

更なる改善策の実施結果の報告
次年度検証分野の選定

○ １年目に「調査（Plan)」、２年目に「実施（Do)」、３年目に「検証・更なる改善（Check・Action)」の３年単位で効果検証のPDCAサ

イクルを回すことにより、効果検証の結果を着実に訓練内容等に反映させていくこととする。
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公的職業訓練効果検証W Gの見直し（案）～具体的な運用について～

R 1 1 年 度R 1 0 年 度R 9 年 度R８年度

下 半 期上 半 期下 半 期上 半 期下 半 期上 半 期下 半 期上 半 期

A グループ

B グループ

C グループ

調査（Plan) 実施（Do) 検証・改善
（Check・Action)

○ 47都道府県を３つのグループに分けて、それぞれ「調査（Plan)」、「実施（Do)」、「検証・更なる改善（Check・Action)」の３年単位

で効果検証のPDCAサイクルを回していく。

• R８ヒアリ
ング等の実
施・報告

• 人材ニーズ
調査結果の
共有

• R8改善案
の検討

• 地域人材育
成構想会議
の議論共有

• R８改善策の決定
• R９検証分野（新

たな訓練カリ
キュラム策定等
を行う分野）の
選定

• R８改善策の決定
• R８検証方法の検討

• R８改善策の決定

•ヒアリング等の実施

•改善策方向性の検討

•改善策の検討・

協議・決定
•改善策の実施

•検証方法方向性の検討

•改善策検証方法の

検討・協議・決定

•改善策の検証

•更なる改善策の検討

•更なる改善策の決定

•次年度検証分野の決定

•改善策の実施

•改善策検証方法の決定

•改善策の検証
•更なる改善策の検討・

決定

調査（Plan)

•ヒアリング等の実施

•改善策方向性の検討

•改善策の検討・

協議・決定

実施（Do)

•改善策の実施

•検証方法方向性の検討

•改善策検証方法の

検討・協議・決定

•改善策の実施

•検証方法方向性の検討

•改善策検証方法の

検討・協議・決定
•改善策の検証

•更なる改善策の検討

•更なる改善策の決定

•次年度検証分野の決定

調査（Plan)

•ヒアリング等の実施

•改善策方向性の検討

•改善策の検討・

協議・決定



２ 事業の概要・スキーム

１ 事業の目的

地域の人材ニーズ等を踏まえた訓練機会の創出等に向けた取組
人材開発統括官付訓練企画室

（内線5227）

令和９年度概算要求額 84 百万円（－）※（）内は前年度当初予算額

ＡＩ等の技術の進展等により求められるスキルが絶えず変化する中で、産業界や地域、成長分野等において求められている人材ニーズを的確に把握

するとともに、これらの人材ニーズ等を踏まえた訓練機会の創出や関係機関等と連携した効果的な職業訓練の推進が求められている。

これらの状況を踏まえ、地域職業能力開発促進協議会における公的職業訓練に関する訓練効果の把握・検証や、地域の人材ニーズ等を踏まえた訓練

カリキュラムの開発・見直し及び実施（※）を含めた訓練機会の創出や民間教育訓練機関の職業訓練サービスの質の向上に資する支援の強化に向け

た取組を令和９年度から継続して行う。

※訓練カリキュラムの開発・見直し及び実施は、モデル的に５地域において実施

訓練コースの開発・見直し

訓練実施機関

〇地域計画に

基づいた

訓練の実施

地域協議会
（訓練効果検証WG）

労働局・都道府県
・JEED支部

地域の人材ニーズ

地域の産業政策
人材等ニーズ調査 等

地域計画

地域の人材
ニーズ等に
沿った訓練
コースの設定

等

訓練効果検証に関

する助言

訓練カリキュラムの

開発・見直し

等

JEED

○本部
○支部・ポリテクセンター
○職業能力開発総合大学校・
基盤整備センター

地域の人材ニー
ズ・効果検証WG
の結果等を踏ま
えた議論
地域の人材ニー
ズ等を踏まえた
訓練コースや、訓
練カリキュラムの
開発・見直し及び
実施の決定

等

JEED

都道府県等

民間教育訓練機関【プロデュース機能を強化】
サービスガイドライン研修の実施

非ものづくり分野の職務分析調査の強化

による参考カリキュラムの計画的な見直し

サポート講習のテーマ拡充

相談助言の充実

スキルアップ研修の拡充

指導力習得講習（仮）の実施

訓練カリキュラム
の開発 等

一般
会計

労働保険特別会計
徴収雇用労災

○
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地域の人材ニーズ等を踏まえた訓練機会の創出等に向けた取組（例）

令和１１年度令和１０年度令和９年度

区分

下半期上半期下半期上半期下半期上半期

最終報告
委託訓練機関へカ
リキュラムの情報
提供

中間報告中間報告

地域協議会

カリキュラムの見
直し・開発
委託訓練機関の選
定の検討

試行実施結果の把
握・検証

都道府県において
訓練の試行実施

委託先機関のカリ
キュラム確認
試行実施結果の検
証方法の検討、確
定

検証コースの決定
採用企業等へのヒ
アリング
ヒアリング結果を
踏まえた、検証訓
練カリキュラム案
の検討、確定

訓練効果
検証ＷＧ

全国の民間教育機
関へカリキュラム
の情報提供

試行実施結果を踏
まえたカリキュラ
ム見直し・開発案の
提示等
委託訓練機関の選
定方法の提案

委託先機関のカリ
キュラム確認に係
る助言
試行実施結果の検
証方法の策定支援

ヒアリング等項目
の策定支援
受講者アンケート
の実施提案
WGヒアリング結
果や職務分析調査
を踏まえた、検証
訓練カリキュラム
案の提示

JEED

■ 訓練効果の把握・検証の実施スケジュール（イメージ）

以下のスケジュールによる実施が想定される。
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